
高林 龍 

先達 
 
結城哲彦さんを送る言葉を述べる前に、まず私の父のことを書かして貰いたい。 
私の父は 65 歳の定年まで裁判官として勤務し、その後 73 歳まで大学教授として研究と教育に

従事していた。大学教授を退職する際には、書斎にあった大量の法律書をすべて処分し、これか

らは趣味の語学の勉強に専念すると楽しそうに語った。父は、仕事の傍らに日米独仏伊語のほか

マジャール語まで習得しており、これからは中国語の習得に専念するとのことであったが、私から見

ると、仕事を離れ、趣味のみに生きがいを見いだそうとした頃に病を得て、その後は 80 歳で亡くな

るまで、溌剌として過ごしていたという記憶は私にはない。人は両親や長兄姉など人生の先を歩ん

でいる人の姿を見て、自分もそのような人生が送れるのは当然だと思って過ごしている節がある。

だから私は 73 歳くらいまでは元気に仕事に専念している自分の姿は思い浮かぶが、その先の人

生のはっきりした輪郭を描けないでいた。 
結城哲彦さんが早稲田大学大学院法学研究科に科目履修生として来たのは 74 歳のときであっ

た。企業での仕事を定年退職後に大学に来る方の中には、カルチャーセンターでの趣味といった

意識の方もおり、私も最初は結城さんもそのような方なのかと軽く受け流そうとしていたが、学生時

代からの夢であった学問の道にこれから進み、80 歳までには是非法学博士号を取得したいと述べ、

述べるだけでなく若い院生以上に研究に没頭していた。それも研究は極めて楽しそうであったし、

そのほかに若い院生や特に留学生に対しては懇切丁寧に研究のアドバイスや日本語の指導をし

てくれた。教室に入れば、その風貌からして誰もが結城さんが指導教授であると思っただろうし、私

もよき補助者ができたと安心して院生の指導を委ねることができ、大助かりであった。留学生の論

文指導には大変な苦労があったようで、「これ以上指導したら結城論文になってしまいますので」と

述べ、最終的な所は本人の努力に期待するといった、指導の鏡ともいうべき指導をしてくれ、おか

げで無事学位を取得できた院生も多い。予定どおり 80歳になる前に法学博士号を取得し、その後

も私の授業には必ず出席してくれ、若い院生の指導にも以前と同様に当たってくれたし、懇親会に

も率先して出席して、若い者たちと長時間立ったままで語りあい、元気一杯であり続けていた。6 月

17 日月曜の授業でも、日本語が不十分な発表をした院生に対する指導を結城さんにお願いした

ところ、いつもと同様に、お任せくださいと頷いてくれた。 
74 歳から 84 歳まで結城哲彦さんはいつも私のすぐ隣にいたと思っている。研究に対する旺盛

な意欲と、人に対する尽きない親切心それに親から承継しただろう元気の DNA を携えた結城さん

は、66 歳になってしまった私にとって、これからの私の人生の過ごし方を示してくれる先達であり、

あのように人生を過ごせたらよいと思えるロールモデルであり、あり続ける。 
 

高林 龍 



上野達弘 

結城哲彦さんを偲んで 

 

 RCLIPのウェブサイトには何度かエッセイを書く機会があったが、まさかこのようなこと

で小文を認めることになるとは夢想だにしなかった。 

 我々の多くが結城さんに最後にお会いしたのは、２０１９年６月１７日の博士論文経過

報告会だった。ちょうど長期滞在先のミュンヘンから一時帰国していた私は、会場に向か

うべく８号館を出た瞬間、早大南門からはじまる小さな勾配を踏みしめるように上がって

来られる結城さんに突然遭遇した。些か唐突だったその邂逅に、恥ずかしながら声をかけ

られなかったあのときの自分は何だったのか、今も繰り返し脳裏を去来する。 

 報告会が留学生三名の発表によって終了した後、わざわざご挨拶にいらしてくださった

結城さんに、私は、数日前にご恵贈いただいたばかりの新刊書『広告表示の法的規制と実

務対応Ｑ＆Ａ』（中央経済社）の御礼を申し上げたところ、同書には私の元学生でもある弁

護士二名が執筆に加わっていたことから、「いや私よりね、若い人たちが頑張ってくれまし

たよ。お世話になりました。」と言ってくださったのだが、これが私にとって最後となった。 

 帰欧と重なってご葬儀に参列できなかったからだろうか、私は、結城さんが今もまだ早

稲田のどこかにおられるように感じてならない。そのため、今は何かを振り返るような気

にならないのだが、結城さんは、誰もが認めるように、常に熱い情熱をもって誰とでも議

論し、最後の最後まで書籍執筆など研究活動を続けられる一方で、留学生を中心とする若

者にあたたかく手をさしのべて文字通り献身的なサポートの労を惜しまなかった稀有な方

だった。その存在感あるお姿やお声はいつまでも我々の心に残ることだろう。いや、私の

中では、結城さんはこれからもずっと早稲田のどこかにおられるのだ。 

 

上野達弘（早稲田大学法学学術院教授） 

 



足 立 勝 

早稲田 RCLIP（2019 年 8 月 6 日） 
 

結城哲彦さんの思い出 
 
 早稲田大学知的財産制度研究所のサイトに「渋谷達紀先生を偲んで」（2014 年 10 月 1 日

掲出）とのコラムで、結城哲彦さん（以下、生前と同様に「結城さん」と呼ばせていただ

く）をはじめ渋谷研究室のメンバーとともに文書を書かせて頂きました。その後それほど

長い時間が経っていないにもかかわらず、結城さんを偲ぶ文章を書くことになるとは想定

もしておらず、しかもこの度は突然のことだっただけに、いまだ十分な整理もつかない状

態ですが、結城さんとの思い出の一部を綴ってみたい。 
 結城さんに最初にお会いしたのは、2010 年 4 月でした。当時「商標としての使用」「商

品等表示としての使用」とはどういうことなのかについて研究したいと、早稲田大学大学

院法学研究科の門を叩いたときでした。結城さんは、前年から知的財産法関連の授業に科

目等履修生としてお見えになっていたとのことで、そのときの年齢は 75 歳とお聞きしたの

を記憶しています。翌 2011 年 4 月には高林教授の研究室で修士課程に入られ、1 年で修士

学位を取得されました。なんというバイタリティかと驚いたのを、今でも覚えています。 
さらに博士課程に進まれた後も、「80 歳になるまでに（つまり博士課程 3 年間で）学位を

とる」と高らかに宣言され、その通りに 2015 年 3 月に取得されました。人生の大先輩がそ

のような宣言をされたことで、章立ての構想や到達点がまだ十分に見えていないにもかか

わらず、私も大学院の授業のなかで同様の決意表明をせざるを得なったことを覚えていま

す。高林教授のもと同じタイミングで学位を取得できたのは、結城さんの宣言がひとつの

要因であることは間違いありません。 
 結城さんは営業秘密、私は標識法が主たる研究分野でしたが、2 人とも企業法務をホーム

グランドとすることから意見を交わしたり、また研究分野に限らず文章を書いたりするこ

ともあり、互いに執筆したものを送るといったこともしておりました。 
結城さんの直近の書籍である『広告表示の法的規制と実務対応 Q&A』（中央経済 発行

日 2019 年 6 月 15 日）をお送り頂き、6 月 17 日（月）にそのお礼の連絡を差し上げたとこ

ろ、結城さんが亡くなられたのが翌 18 日（火）とのことでした。直接お礼を申し上げなか

ったことが悔やまれます。その御著書には拙著も参考文献として記載頂いており、結城さ

んに幾ばくかでもお役に立てたのであれば、望外の喜びです。 
結城さん、ありがとうございました。そして、ゆっくりお休みください。 

 
（足立 勝） 



足 立 勝 

 
 

 



飯岡哲平 

結城さんへの追悼文 
「飯岡さん、その方向性でよろしいのではないでしょうか」 
 今でこそ、浅学の私が職場で「著作権、育成者権、不正競争防止法」を担当しているが、
恥ずかしながら、知財法と私の関わりは、学部、職場を通じて無縁に近いものだった。 
 それが数年前、突如 1 年間での修士論文書き上げを職場より命じられ、知財法の専門家や
実務家、頭脳明晰な若手研究者に囲まれることになった。無論、ど素人の私は、毎日の授
業が、知らないことだらけで試練の連続であり、授業を消化するのがやっとであった。 
  冒頭の言葉は、そんな不安感の中、高林先生のゼミで 2 回目の修士論文の中間発表後、
恐る恐る、論文の方向性・内容について結城さんにアドバイスを求めた際、結城さんより
掛けられた言葉である。 
  この言葉に救われ、また、背中を押され、１年でなんとか修士論文を書き上げることが
でき、感謝の気持ちでいっぱいである。 
 そして、結城さんを見ていて 1番影響を受けたのは、熱中できるモノを見つけ、それにの
めり込みながら、最晩年まで過ごすことである。それは、凄くカッコいいことだし、素敵
な人生であると実感している。私も充実した生を全うできるよう、これからも研鑽を積ん
でいきたい。 
  結城さん、本当にありがとうございました。どうか安らかにお眠りください 
                                                         飯岡 哲平 



遠藤理英子 

 3 年前の 6 月、長男を出産した。後にその 2 日前、税関の知財センターでお世話になった

元上司が亡くなったことを知った。長男の誕生日が近づくと優しかった元上司のことを思

い出す。 
この 6 月、長女を出産した。その 2 日前、今度は結城さんが突然お亡くなりになったと

聞いた。私が語るまでもなく、結城さんは留学生や他の院生はもちろん、私のような税関

研修生にも優しく接して下さった。大学委託研修当時一人暮らしだった私は 1 日誰とも話

さないこともあったが、ゼミの後や土曜日のお昼など気軽にご飯に誘って下さり、研究や

いろいろな悩みを忘れる楽しい時間を作って下さった。留学生と一緒にお寿司に連れて行

っていただき、結城さんのマンションでお酒を飲んだのはとても楽しい思い出である。も

ちろん研究についてもよく相談に乗っていただいた。 
出産後は夜の会合に出るのが難しく、しばらくお会いしていなかったが、お元気で溌剌

としたお姿からいつかそのうちまた会えると思っていた。お亡くなりになった、という事

実が未だ受け入れられずにいるが、長女の誕生日が近づくと優しかった結城さんの笑顔を

思い出すだろう。結城さんありがとうございました。 
 
 



尾形阿友美 

追悼文（尾形） 
 
今春から企業法務部員として勤務することになった私は、 
新入社員ということもあり、契約業務に関する書籍を手元に置くことにしている。 
その中でも最も近くに置くのが、結城さんの本である。 
法律辞書では捉えがたい、実務上の用語や意味がわかりやすく記載され、私には大変あり
がたい。 
またそれだけでなく、結城さんの姿が思い出され、難しく感じる問題でも楽しんで取り組
もうと思えるのである。 
 
結城さんの学問への強いご関心は、いつも印象的だった。 
私が修士課程に進んだ時には、結城さんは既に博士号を取得されていたが、 
毎週６限のゼミに出席され、報告される様々なテーマについて発言をされていた。 
ゼミ後の帰り道をご一緒させて頂いた際には、「今日のは難しい問題だねえ」と言いながら
も、 
どこか嬉しそうにしていた表情を今も覚えている。 
 
また日頃から、修士課程の学生にも親切に接してくださった。 
一人ひとりの学生の顔や研究内容も、よく覚えてくださっていたように思う。 
６月１２日に開催された RCLIP のセミナーに参加した際には、在学中全く目立たない存在
であった私にも、 
結城さんは話しかけてくださり、お食事の約束までしてくださっていた。 
「会社に結城さんの本がありましたよ」「業務中こんなことで悩んでいます」、 
そのようなお話をしようかと再会を楽しみにしていた矢先、このような悲しい知らせが届
いてしまった。 
学術面でも実務面でも、もう直接ご指導をいただけないのかと思うと、残念でならない。 
それでも私は、これまで執筆されたご著書を通して、これからもご指導いただくのだろう
と思う。 
 
今まで、本当にありがとうございました。これからも、結城さんが残してくださったもの
を大切にしていきます。 
どうか安らかにお眠りください。 
 



結城哲彦さん追悼文                           小川明子 

賢者の贈り物 

 

 『賢者の贈り物』は、オー・ヘンリー1による短編小説である。ある夫婦は貧しいながら

も幸せに暮らしていた。男は妻に櫛を買おうと自分の大切にしていた懐中時計を質にいれ、

女は夫の懐中時計の鎖を買おうと自分の美しい髪を売ったというクリスマスの出来事が描

かれている。この場を借りて日本にもあった（と思われる）美しい行き違いをご紹介した

い。 

 

 ある夫婦は高齢だが幸せに暮らしていた。絵画に造詣の深い妻はある画家の絵画を購入

したいと考え、夫も賛成し、二人はその絵を手にいれた。画家は親切な男で、折角自分の

絵を買ってくれたのだから、更に版画も額装してお渡ししましょうと申し出たため、夫婦

は喜んで待った。しかし、画家は忙しさに紛れて、約束の絵を送ることができずに 1 年半

が過ぎてしまった。読者のご想像に違わず、結城哲彦さんご夫妻のお話である。 

 

 哲彦さんは、残念ながら 2019 年 6 月 18 日にお亡くなりになった。そして、誰が知らせ

たわけでもないのに、画家から 6 月 27 日にこの版画が送られてきたのである。あたかも、

残された奥様を奥様の大好きだった画家の版画で慰めるためであるかの様に。 

 しかし、奥様の美代さんは、哲彦さんのご葬儀の翌日 6月 24日突然お亡くなりになった。

あたかも、夫が一人では寂しいだろうと慮ったかの様に。 

  

 「84歳の後輩」結城哲彦さん、美代さんとともに、安らかにお眠りください。 

 

（小川明子） 

                                                     
1 O.Henry（1862-1910）。小説「賢者の贈り物」の原題は、The Gift of the Magi。 



カラペト ホベルト 

月日の流れは早く、結城哲彦さんのご逝去から既に一月以上が経過いたしました。ゼミの後に

何人かで集まって食事に行っていた時期がありましたが、結城さんはほぼ毎週参加されていまし

た。食事会では、結城さんはいつも私にとって刺激のあるお話をしてくださいました。その中で学ん

だのは、何かをやるならば思いっきりやるしかないということです。 

また、結城さんは自分の意見をいつもストレートにおっしゃっていましたが、単に率直な気持ちをぶ

つけるのではなく、言葉の選び方に気を配っており、いつも礼儀正しく意見を伝えていたと感じて

おりました。強い主張をお持ちでしたが、その主張に至るまでの道が素直で、筋の通った道を選

択される人だったということです。やはり、74 歳から大学院に通って、修士課程も博士課程も取

得しようとする人は、揺るぎない信念をお持ちなのだということを強く感じております。 

最近、結城さんが執筆した本をご恵贈いただきました。その中には「学習の道を頑張りましょう」と

いうメッセージが書かれていました。私は、結城さんの思い出とその言葉の両方を心に刻み、全力

で研究に邁進したいと思います。 

 



丘 鵬 

 
「人生は一回きり」とよく言われます。 

 
その大事な、失えば二度と戻ることのない、かけがえのない人生において、その終わり

を迎えるときに、「もう後悔することはない」と納得できるためには、何が必要なのか、

ずっと考えてきました。 
その疑問に答えられる人は、結城さんでした。 
初めての日本に来た三年前、高林先生のゼミで結城さんと出会いました。白い髪で、い

つも穏やかで、微笑んで先輩方の発表に丁寧に意見を述べられていました。最初は大学院

の先生かと勘違いしていましたが、先輩方から、企業にもともと務められていて、退職後

に博士号を取得され、現在ゼミにも参加し、勉強しながら後輩の院生に助言をされている

と伺い、驚くとともに、感銘を受けました。 
その後も授業で結城さんと同席しましたが、自分の研究で手いっぱいで、結城さんとあ

まり話ができずにいました。しかし、桜が舞い落ちる春から、雪が降り詰まる冬まで、い

つも結城さんは授業にお越しになっていました。 
中国では、結城さんのようなお歳の方は、会社でお勤めの時に一生懸命頑張ってきたの

で、勤勉な人生の最に、ゆっくり家族と一緒に楽な生活を送るものだと考えられています

が、しかし、結城さんはご高齢にもかかわらず学問的な探求を止めませんでした。 
私の修士論文の中間発表の際には、分野の異なる私の課題にも、結城さんも丁寧に資料

を収集し、貴重な意見をくださいました。先生たちの指導を加えて、結城さんのご意見の

おかげで、無事に修士号取得することができました。 
中国に帰国した後も、働きつつ勉強も継続していた中、今年６月、友人たちから突然の

悲しいお知らせがありました。結城さんの元気な姿は、今も私の記憶に残っており、大変

心が痛みます。 
「知財の極意を求め、知識への純粋な探求心」こそが、結城さんの勉学への原動力だっ

たと感じますし、時間、年齢といったことも、結城さんが学問を追求することを止めるこ

とはできませんでした。孔子の論語で「朝に道を聞かば、夕べに死すとも可なり」という

言葉があります。ここにいう「道」とは習得した知識ではなく、結城さんのように学問を

最後まで追求する精神ではないかと、私は信じています。 
これからも、私自身求めることを止めず、「道」を見つけた結城さんを、一生忘れませ

ん。 
漢詩を通じて今の私の気持ちを表すとともに、ご冥福をお祈り致します。 
 

「祭奠结成老先生仙逝」 
朝為紅顔夕埋骨、悉聞江戸晩桜落 
今生有涯何足惧、偏渡無涯求不惑 



黄 穎茵 

                    追悼文 

 

 「一生勉強、一生青春」との言葉は結城さんに最も相応しい言葉であると考える。 

 私が科目履修生だった頃、知的財産権法という新しい分野に入ることに対して大きな不

安を抱えた。ちょうどその頃、懇親会が行われて、結城さんと様々な話をした。結城さん

の学習経歴を聞かせてもらい、私も自信を持つようになった。世間から見れば、84 歳は

高齢に思われるのだろうが、若者に負けない精神を持ち、かつ研究に多大な熱情を注いだ

結城さんはいかにも若く見え、敬服のほかない。 

 そして、私のような外国留学生の面倒を見て、論文の指導にとどまらず、日本語の指導

までもしてくださった結城さんは親切な先輩でありながら、先生のような尊敬する存在で

あった。私たちのために、わざわざ授業の前の一時間に来ていたり、授業の後に残ってい

たりすることもある。皆の論文を読んで、手元に持っている有用な資料や本をくださって、

「分からないことがあったらいつでもメールで」、と言ってくださった結城さんの姿は忘

れられない。 

 聞きたいことがあり、私は 6 月 18 日に結城さんにメールを送ったが、そのお返事は、

結城さんからではなく、息子さんからだった。結城さんが亡くなったことを悲しく思い、

もう一度結城さんに感謝の気持ちを伝えることができたらという悔しさもあった。 

 この文をもって、もう一度感謝の気持ちを伝えさせていただく 

 結城さん、本当にありがとうございました。 

  

                             修士 2年 黄 穎茵 
 

 



蔡 万里 

忘年の友−結城哲彦さんへ 

 

結城さん、あなたと出会ったのは 2010 年の秋、私が日本に来たばかりの時で

した。 

初めてなので少し早めに到着つもりで早々8 号館 4 階のゼミ室へ向かいまし

た。そのとき、ひとりの中国人留学生の先輩とひとりの重そうなリュックサッ

クを背負っている老人がゼミ室のドアの外で話をしていました。まさか伝説の

高林先生かと思いつつ、ふと緊張感が高まってきました。先生に何を話したら

いいか困っているところ、「こんにちは、蔡さんですか？」その老人から優しい

声をかけられました。私は、「はい、中国から蔡さんです！」と自信満々答えま

した…… その時、結城さん、笑ったでしょうか。恐らく、あなたが考えていた

のは、せっかく中国から日本に来たので、日本の法律を勉強するだけのではな

く、日本語の使い方や日本文化への理解も大事だよということでしょうか。 

それから、結城さん、あなたはボランテイアで外国人特別履修生であった私

の日本語の“家庭教師”として、ご自分の貴重な研究時間を割きながら、熱心に日

本語を教えてくれましたよね。その上、「紹介してあげるから、もっと日本人の

お友たちを作ろう。まず日本人の仲間と富士山を登ってみたらどうだ。論文執

筆も、富士登山と同じもんだから」と言って、早速お嫁さんの麻美さんを通じ



蔡 万里 

て富士登山のツアーまで手配してくださいました。その旅の詳細はお伝えして

いませんでしたが、登山中、我々は七合目近くの山小屋で一時休むことを余儀

なくされました。高山帯の厳しい寒さに加わり、あいにくの突風と大雨で、あ

る意味危険な状況でした。しかし、それを乗り越えた翌朝、我々はようやく頂

上までたどり着き、神秘的なご来光の瞬間を落ち着いて見つめることができま

した。数年たった今もその幻のような美しい、ただ美しい光景が脳裏に焼き付

いています。 

その経験は、その後の研究の過程で、高林先生から「今の論文は何合目です

か」と聞かれる度によみがえり、あとどれほどの努力が必要なのかを理解する

ことにつながったと言えます。今振り返ってみれば、結城さん、これも、あな

たの当初の狙いだったのでしょうか。 

2012年の春、結城さんと私は、二人揃って無事に博士後期課程に入りました。

博士後期課程の三年間、生活の面では、あなたやご家族から数え切れないほど

の温かいおもてなしを受けましたね。「学問は厳しいものだが、日本の留学生活

をもっと楽しもう」と励ましてくれながら、奥様の美代さんと三人で越後湯沢

温泉旅行や浅草からお台場往復の船の旅等々を企画してくれました。私にとっ

て、その全ては生まれて始めての日本文化の体験でした。これらは、まるで昨

日のできことのようです。そして、一生忘れられない幸せのひと時となりまし



蔡 万里 

た。本当に有難うございました。 

研究や勉強の面でも、あなたは私をとても驚かせました。大手町の定例知財

勉強会、南青山３丁目の講義などは言うまでもなく、ゼミで私が発表する際も、

博論のテーマが全然違う分野（結城さんは営業秘密、蔡は技術標準と特許）な

のに、より有益なアドバイスをくださるために、わざわざ私の分野の研究書を

買って読んだうえで、様々な視点から助言や指導を下さいました。そして、ア

ドバイスをくださる度に、いつもご自身が収集して整理した研究資料等を丁寧

に装丁して手渡してくれました。それらが、三年間の研究生活を支え続けてく

れる心の糧になったことも、あなたの企画通りのことなのでしょうか。 

・・・・・・ 

なぜあなたがいつも熱心に人を助けるかと疑問に思ったことがあります。そ

の答えを見つけるために、あなたが誇りにしていたご出身校である同志社大学

の教育理念を調べてみました。やはり、同志社教育の原点は「良心」であり、

そうか結城さんは良心を体現していたのだと納得できました。私は同志社大学

で教育を受けたことがありませんが、結城さんの人生の過ごし方から、「良心」

以上のことを身を以て感触することができました。結城さんご自身がまさに同

志社大学の教育の賜物であると思っています。いつも同志社を誇りに思ってい

たあなたは、今、同志社の誇りになったことに間違いありません。 



蔡 万里 

2019 年 6 月 17 日に、あなた宛に送り出した手紙をまだ読んでないでしょう

か。つい先日ご著書を頂いたお礼のメッセージなのでしたが、奥様を連れて是

非一度豊橋へ遊びに来てくれるとのお誘いも含んだものでした。 

 

結城さん、その約束をどうなるのでしょうか。 

心が痛くて悔しいです。 

もっと早めに連絡したらよかったと後悔しています。 

 

一つの漢詩を借りて今の気持ちを表れ、心からご冥福をお祈り申し上げます。 

    夢微之 

                   白居易（唐） 

夜來攜手夢同遊，晨起盈巾淚莫收。 

漳浦老身三度病，咸陽宿草八回秋。 

君埋泉下泥銷骨，我寄人間雪滿頭。 

阿衛韓郎相次去，夜臺茫昧得知不？ 

 

2019 年 7 月 31 日 

                             蔡 万里 



結城哲彦さん追悼文                                謝 晴川 

人生·三昧·三味 

 

結城さんのことを考えると、「三昧」という明るい寿司屋を思い出した。手元の不如

意が留学生の常態であるため、会合の際はよくサイゼリヤやカレー屋を利用し、あまり寿

司屋へ行かなかった。恐らくその状態に気付いたため、結城さんはたびたび私たちを「三

昧」へ招待してくださった。店のカウンターから寿司屋の匠の技を見ながら、結城さんは

「日本語にはこの場所のお茶はあがりとも呼びます」といった文化豆知識を教えてくれた。

このような機会を得ることで、私の勉強の疲れや異国における寂しさは、どんどん消えて

いった。 

小学生の時、魯迅先生のある文章を学んだ。魯迅先生は、子供の時に「三味書屋」

という私塾で勉強したことがある。「三味」というのは何の三つの味であるかについて、

いろいろな観点がある。有力説によると、それは宋代の人の句「詩や書経は太羹、史は折

俎、子は醯醢」から由来するものである。幼い頃の魯迅は、そこで塾の先生である寿懐鑑

先生に出会った。寿先生は博学で品行方正な人であり、彼に対する魯迅の懐かしい思いは

各所から汲み取れる。成年に達すると、魯迅は救国の志を持ち、留学のために日本へ旅立

った。日本においては、魯迅は藤野厳九郎先生をはじめとする日本人の先生方の指導を受

け、支援を受けた。それも中学時代に学んだ文章にあった。 

「三昧」で魯迅先生の物語を思い出すと、「三昧」鮨屋と「三味」書屋の間にどん

な関連性があるかことについて好奇心にかられた。調査してみれば、「三昧」という言葉

は梵語の「samādhi」から音訳するものである。心を一つのものに集中させ、安定した精

神状態を通じて物事の真諦を理解する意味。中国語の「三昧」と「三味」は音も形も似て

いるため、「三昧」はよく「三味」として誤記し、漢字の本来の意味から新しい理解が生

まれて、ついに新たな概念となってしまった。法律の研究をする際にも偶々このような状

況に気付いた。すなわち、西洋から由来した概念は漢語の言葉へ翻訳したものの、実務に

おいて運用するときに多種多様な「地元」の理解が持ち込まれ、最終的に新たな意味を含

め概念となってしまったことである。 

結城さんと一層に仲良くなってから、だんだん「三昧」という言葉の「重さ」をわ

かるようになってきた。結城さんの話によると、大学をご卒業になった時はまさに日本の

経済高速成長期の時であった。学問の世界に身を置きたいと考えていたが、様々な事情か

ら伊藤忠商事に就職した。その後数十年の活躍を経て法務部部長の立場で定年を迎えた。

しかし、学問に対する信念や情熱は冷めておらず、結城さんは高林先生門下に入り、法学



結城哲彦さん追悼文                                謝 晴川 

研究の道に進んだ。営業秘密について研究を進め、80 歳を前にして博士号を取得した。

そして、博士号学位記授与式の写真を私へもお送りくださった。今も迷う時に、結城さん

のことを思い出す。いったいどんなものが結城さんを支えていたであろう。結城さんが私

たち若い世代の学生を連れて「三昧」という店へ行ったことは、ご自身の心の声に無意識

のうちに従ったのか、あるいは様々なことを考慮の上でのことだったのか。残念ながら、

それはもはや永遠に解けない謎である。しかし、結城さんの学問や人生に対する真摯な態

度は、永遠に私たちの若い世代の心に深く刻まれる。 

（謝 晴川） 



末宗達行 

追悼文 
末宗達行 

「ちょっと、よろしいでしょうか。」 
大学院ゼミではだいたい、報告担当者の報告が終わり、高林先生の意見、コメントがな

された後、出席している他の出席者に質問やコメントの機会が回ってくる。教室の後方か
ら聞こえてくる冒頭の言葉と共に、手が挙げられる。結城哲彦さんは、およそこのように
して質問やコメントを述べられていた。ご自身の専門に関連するものばかりでなく、広く
様々な分野の報告者に質問やコメントをされていたのが、今でも印象に残る。 

 
 結城さんが報告を担当される際には、報告と質問・コメントの時間をあわせた 45分の間、
ずっと立ち上がったままお話をされたり、聞かれたりしていたように記憶している。―椅
子に座りたがりの私だからかもしれないが―立ち上がったままで報告を行うことや、質問
や指摘の受け答えをすることは、思ったよりも疲れる。それなのに、人生の大先輩である
結城さんは、私の記憶の限り、報告の際に座っている姿を見ることがなかった。いつだっ
ただろうか、高林先生が着席を促されていたのだが、結城さんが「報告や講義の際には、
座らないようにしている」旨をお答えになり、あえて心がけてやっていらっしゃることな
のだと気づかされたことがあった。 
 それに加えて、報告の際にはいつも手元に書類の綴じられたバインダーがあったのも印
象的だった。これもいつだっただろうか、結城さんの手元のバインダーに何が綴じられて
いるのかが質疑の際に話題になり、博士論文の草稿だとお答えになられていた。博論提出
のずいぶん前から草稿を書きあげられ、何度も何度も見直しされていたことは、結城さん
の報告のたびに草稿の版数がどんどん更新されていたことからも分かった。 
 留学生を含めた後輩の指導も熱心でいらっしゃった。大学院のゼミは 6 限で、終わる時
間は定刻で 19時 45 分、たいてい延びて 20 時ごろ。それから結城さんは教室に残り、レジ
ュメや書籍を見ながら後輩の指導を熱心にされていたのを幾度となく見かけた。授業後だ
けでなく、8 号館ラウンジや RCLIP のある 19号館のラウンジでも。 
  
 今でも、報告担当者の報告が終わり、高林先生がコメントをされた後になると、 
 「ちょっと、よろしいでしょうか。」 
 この一言を待っている自分がいる。 
  
 博士論文のテーマである営業秘密のみならず、知的財産法にとどまらない広い関心をお
持ちになり、研究や後輩の指導に情熱を傾けてこられた結城さんのお姿が今も鮮明に思い
起こされます。どうか安らかにお眠りください。 



石 飛 

追悼文 
 
結城さんの突然の訃報に接し、大変驚いた。いつも元気だった結城さんなのに、突然過ぎ

る。 
 
結城さんと初めてお会いしたのは、2009 年渋谷先生の新学期の授業だった。私が教室に入

っていくと、黒っぽいフレームの老眼鏡をかけている年配の方が、一番奥の席に座ってい

た。私が隣の席に座ろうとした時に、その人生の大先輩であろう人から「はじめまして」

と声をかけられた。私のような若者（当時）に、大先輩から声をかけてくださることに感

銘を受けた。「謙虚な人だなあ」というのが、私の結城さんに対する第一印象だった。 
 
結城さんは、長年の企業で活躍された経験を持っていらっしゃったが、実は学問研究によ

り興味をお持ちだった。大学卒業時に、大学院への進学も考えていたが、弟さんたちの学

費を稼ぐために、進学を断念し就職の道を選んだそうだ。そして、社会の荒波を超えた 50
年後に夢だった研究の道へと進むため、７５歳のご高齢で早稲田大学大学院・法学研究科

の門をくぐった。 
 
高林先生の講義のルールとしては、発表者が発表前日の朝までに発表資料を受講者全員に

送付し、受講者は事前にその発表資料を読んだうえで授業に参加するというものだ。結城

さんは、配布された他の学生の資料を事前に読むだけではなく、関連文献も調べていた。

そして、授業で高林先生のご指導の後に、皆からのコメントはと聞かれると、必ず質問し

たり助言したりしていた。 
 
高林先生は、しばしば、結城さんのことを「神様」と呼ぶ。結城さんは心が優しくて熱心

な方だからだと思う。中国では詰め込み教育が採用されているため、中国人留学生の中で、

日本の大学の教育制度に慣れない人が多い。また、日本語が外国語であることもあり、学

問の研究は余計に難しい。そこに、結城さんは、困った中国人留学生に手を差し伸べて、

日本語を教えたり、論文を指導したりしていた。中国人留学生にとっても、結城さんは「神

様」であった。そして、それは、講義の前後の指導にとどまらなかった。ご高齢にもかか

わらず、論文発表直前にまだ論文を完成していない留学生を家に招待し、一日論文指導を

していたこともあった。ちなみに、私の場合は、論文だけではなく、就職まで大変お世話

になった。私にとって、結城さんは「神様」であり、論文指導者であり、かつ、就職担当

者でもあった。 
 
就職以来、結城さんには定期的に近況を報告してきた。私が会社で頑張っていることを話

すと、結城さんはいつも喜んでくれる。会社で頑張ることが、私の結城さんに対する一つ



石 飛 

の恩返しであると考えて、一生懸命働いてきた。今年は、７月にお会いしてまた報告しよ

うと考えていた矢先に、訃報を受け取った。結城さんにもう報告できないことはとても残

念であり、寂しい。 
 
結城さん、どうか、安らかにお休みください。皆を見守らなければならないかもしれませ

んが、私のこともどうか見守ってください。いろいろとありがとうございました。 
 
 



園部正人 

結城哲彦さんを悼む 
 

法学研究科博士後期課程 2 年 園部正人 
 

結城哲彦さんに初めてご挨拶をしたのは、昨年春先の懇親会のときでありました。矍鑠と

したご様子の結城さんを、高林先生は冗談交じりに、しかし誇らしげに、この方は私の教

え子なんだ、私の師匠だと思っただろう、と我々新入生にご紹介されたものです。 
 
結城さんは院の講義にも出席され、我々院生の報告に対してコメントをされることを常と

しておられました。私自身も論文の計画についてご指導を頂き、その後も教室でお目にか

かると研究の進捗をお尋ね頂いたものです。いつも捗々しいお返事ができなかったことが、

もうご意見を伺うことができない今となっては残念でなりません。 
 
昨年度から私は、毎週の講義に向けた院生の報告用レジュメを、あらかじめ結城さんにお

送りする役目をお引き受けしていました。 
船橋の斎場から戻り、いつものように週明けの報告レジュメをダウンロードしたところで、

もう結城さんにこれをお送りすることはないのかと思うと、身近な先輩を失ったことを身

に沁みて感じました。 
 
やがて夏季休暇が明ければ、我々は結城さんのいない新学期を迎えることになります。 
旅立たれるまさにそのときまでご研究に熱心であり、また、いつも我々後輩とともに歩ん

でくださった結城さんのことです。これからも我々の研究を見守って頂けることでしょう。

私自身、結城さんに今もご心配を頂いていることと思います。結城さんに認めて頂き、ご

安心を頂けるような研究をしなければなりません。 
 
結城さんのご冥福を心よりお祈り申し上げます。どうぞ安らかにおやすみください。 



田村彩也香 
 

「次は豊洲にしましょうか。」 
おつかいに頼まれた紅茶を 1 月にお渡しした時は、これが最後になるなんて思いもしな

かったので、今でも信じられない気持ちでいっぱいです。 
結城さんと初めてお会いしたのは 2016年に、私が税関からの研修生として早稲田大学にお
世話になった時でした。この年は、研修のカリキュラムが変更となり、私は１年間で修士
号の取得を目指すことになりました。なので、税関内部に修士号を取得するためにどうし
たらいいか相談ができる人がいない手探りのような状況で、結城さんには時間割の作成か
ら論文指導まで、大変お世話になりました。 
わたしが修士論文に選んだテーマは知的財産法の判例が少なく、学説や判例解説をまと

めるだけでは修士論文の分量に到底満たず、傍論として民法の債権者代位についての考察
を追加しても、なんだか結論が釈然とせず、何を書いたらいいか呆然としていました。そ
んな時、結城さんから「輸入は許可制なわけですから、行政法と絡めて書くのはどうでし
ょう。」というアドバイスをいただきました。目から鱗でした。海外渡航も自由で、私有財
産の許される国民主権国家に生まれてるので、取締官庁の行政官として、貨物の審査検査
没収という強力な権限を与えられながら、それを実感することなく日々業務にあたってい
ました。船荷証券の提出等で税関に足を運ぶことも多かったという商社時代や、長く携わ
っていた法務での経験からの着眼点でしょうか。自分 1 人では到底一年でたどり着くこと
のできなかったであろうところまで考察を深めることができ、無事に修士論文を完成させ
ることができました。また、アドバイスだけではなく、当たった方がいい資料のリストを
いただくなど、大変親身にご指導いただきました。結城さんなくして私の修士号はありま
せんでした。ありがとうございました。今後の仕事を通して、高度で適切な水際取締を維
持していくこと、その重要性を内外に伝えていくことで恩返しができればと思います。 
 
とは言え、これだけご指導いただいたのだから、結城さんご本人にも何か直接感謝の気

持ちをお伝えしたい！と思い、私が毎日飲んでいる紅茶をお礼としてお渡しすることにし
ました。とんでもなくおいしいのに、どこの輸入食料品店でも取扱がなく、日暮里のザク
ロまでいつも買いに行くこの紅茶であれば、きっと素敵なものをたくさんご存じであろう
結城さんにも喜んでもらえるのではないかと考えて選びました。リピートいただくほど気
に入っていただけたようで、この紅茶の愛好家としても嬉しかったです。もう、結城さん
から頼まれた時のために、ちょっと多めに紅茶を買っておくことはないのかと思うと淋し
いです。生前はたくさんの人のために汗をかいていらした結城さんですから、天国で奥様
とのんびりしてるといいなと思います。どうか安らかにお眠りください。 
 
 
田村彩也香 
 



張睿暎 

私にとっては早稲田大学法学研究科博士後期課程（高林研究室）の後輩にあたる結城哲彦

さん。 

大学院に通った時期がずれているので、毎週のようにお会いしたわけではないが、RCLIP研

究会に参加すると、そこにはいつも結城さんがいた。 

お仕事も引退されたのだから、のんびり余生を楽しめばいいのに、と思ったことがある。

でも研究会でみかける結城さんは、研究そのものを本当に楽しんでらっしゃるようで、私

もそのようになりたいと思ったことを覚えている。 

後輩とはいえども、学問に年齢は関係ないことを教えてくださった人生の大先輩である結

城哲彦さん、どうか安らかにお眠りください。 （張睿暎） 



パラリキ サーイ 

 
 私が結城さんにお会いしたのは５年前、早稲田大学の高林先生の研究室でのことでし

た。私は結城さんに修士論文の執筆について相談をしました。 

 結城さんは私に、優れた論文を書く方法だけでなく、日本の人々の―完璧を目指して

諦めることなく一歩一歩―物事に取り組む姿勢も教えてくれました。 

 私は様々な面で結城さんを尊敬しています。結城さんは非常に頭の良い方であり、ま

た多くの優れた書籍を著した、知的財産法の素晴らしい研究者でした。 

 結城さんは 80歳を超えてもなお大学に通い、常に一番に教室に現れ、そしていつも

私たちの研究に有益な助言をくださいました。 

 

 結城さんと過ごした当時、私は日本語が得意ではありませんでしたが、結城さんはい

つも私の考えていることを最大限理解しようと努め、助けの手を差し伸べてくださいま

した。結城さんの存在なくしては、私は卒業することができなかったでしょうし、今の

私もいなかったかもしれません。 

研究室の人たち皆にとって、特に私たち留学生にとって、結城さんは天使のような方

であったと言っても過言ではありません。結城さんは私たちの記憶と心のなかに永遠に

いらっしゃるでしょう。 

パラリキ サーイ 



楊 琦 

結城哲彦さん追悼文 

 
 結城さんと言ったら、「鶴髪童顔」という中国の成語が頭に思い浮かぶ。「鶴

髪童顔」とは、髪は丹頂鶴の羽毛のように白いが、顔色は子供のように赤々と

しているという意味で、年をとっても丈夫で元気のいい方に対する褒め言葉で

ある。それは結城さんに初めて会った時のイメージであり、そして最後に会っ

た時に残されたイメージでもあるので、先日お亡くなりになられたと聞いた時

に非常に驚いた。 

 結城さんに初めて会ったのは大学院の最初のゼミであった。結城さんから声

をかけられて、日本に留学してきたばかりで知り合いのいない私には心が暖か

く感じられた。そして七十代の方であり、私達と一緒に大学院を通っているの

を知って感服した。 

 結城さんに対して最も印象深くそして最も感謝すべきなのは、私の論文に対

する指導であった。日本に来て二年目で論文を書くことは思ったより大変であ

った。一番困っていた時に結城さんに助けられて、五時間休まずに指導してい

ただいたこともあった。指導が終わった時、私は腰が痛くて立ち上がれなくな

っていたが、結城さんは疲れた顔一つ見せなかった。お陰様で、結城さんのご

指導を踏まえつつ一週間ぐらい家に閉じこもり、ようやく論文の草案を仕上げ

ることができた。 

 最後に結城さんに会ったのは学位授与式であった。博士ガウンを着ている結

城さんは非常に若々しく見えた。 

 結城さんとの付き合いはただ二年間であったが、たくさんの優しさをいただ

いた。「鶴髪童顔」の結城さんは私の心に永遠に残っている。どうか安らかに

お眠りください。 

 楊 琦 
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